
広報�
行
政
と
市
民
市
民
と
市
民
を
つ
な
ぐ
情
報
流
通
紙�

す�
す�
か�

http://www.city.suzuka.mie.jp/
鈴鹿市ホームページ�

鈴鹿市マスコットキャラクター�

元気なすずか�広報レンズ・ひと・なかま・情報局�

情報館1 地籍調査�

情報館2 高齢者インフルエンザ予防接種�

情報館3 スズカ　スポ・レク　フェスティバル2005

くらしの情報�お知らせ・催し物・講座・教室�
インターネットと人権�ひろげよう人権尊重の輪�

中学校ナビ�平田野中学校�

心のかたち ～不登校を考える～�
特 集 �



2005・10・52

　
昭
和
か
ら
平
成
へ
と
時
代
は
移

り
、少
子
・
高
齢
化
、情
報
化
な
ど
、

社
会
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
、時
時

刻
刻
と
変
化
を
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
社
会
に
お
け
る
連
帯
感
の
希

薄
化
、企
業
社
会
に
お
け
る
競
争

指
向
な
ど
を
背
景
と
し
た
大
人

の
価
値
観
の
揺
ら
ぎ
は
、家
庭
生

活
や
子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。こ
う
し
た
時
代
環
境

の
下
、不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
と

い
っ
た
社
会
現
象
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
�

　
本
号
で
は
、1
9
9
2
年
、文
部

省（
現

文
部
科
学
省
）が
「
だ
れ

に
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
」
と
発

表
し
た
い
わ
ゆ
る
不
登
校
に
つ
い
て
、

「
心
の
か
た
ち
」
の
視
点
か
ら
、関

係
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
か

ら
お
話
を
伺
い
、不
登
校
に
対
す

る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
�

pecial
特集：心のかたち～不登校を考える～�

そ
の
と
き
、�

　あ
な
た
な
ら
、�

　
ど
う
し
ま
す
か



2005・10・5 3

「不登校」って何？�
 現状はどうなっているの？�
　統計法に基づく指定統計第13号として、文部科学省が毎年継続して行っている「学校基本調査」。学校に関する基本
的事項を調査し、学校の概況を把握するために実施されるものです。ここでは、調査結果から不登校に関するデータを抜
粋し、その現状について説明します。�

　文部科学省は、毎年実施している全国調査「学校基本調査」「児童生徒の問題行動
等生徒指導上の諸問題に関する調査」で、「不登校児童生徒」を「何らかの心理的、情
緒的、身体的あるいは社会的要因・背景により、登校しないあるいはしたくともできない
状況にあるため年間30日以上欠席した者のうち、病気や経済的な理由による者を除い
たもの」と定義しています。�

　平成13年度以降の推移を見ると、年々減少してきま
した。スクールカウンセラーや心の教室相談員の配置な
どの効果によるものと言われる一方で、保健室登校や別
室登校などが出席にカウントされていることなどから、現
実的には増加しているのではないかとの見方もあります。�

不登校とは�

不登校児童生徒数の推移（全国）�

学年別不登校児童生徒数（鈴鹿市）�

　不登校児童生徒数の割合をみると、ピークであった平
成13年度に比べ平成16年度は、全国の小学校では0.04
ポイント、中学校では0.08ポイント、それぞれ微減にな
っています。�
　本市の小学校では0.09ポイントと微増になっています
が、中学校では1.18ポイントと大幅に減少しています。�

本市の中学校で大幅に減少�ピークは平成13年度�

  学年別に見ると、小学６年生以降は学年が上がるにつ
れて不登校児童生徒数は増加しています。特に、小学
６年生から中学１年生の間で約３.３倍に増加しています。
点数化による評価、教科担任制による授業、校内生徒
数の多さなど、学校生活上でのさまざまな場面における
小学校との違いからの戸惑いや、つまずきなどが要因
の一部として考えられています。�

中学1年生の高い出現率�

※平成16年度は、平成17年8月現在の速報値です。12月に文部科学省から公表される数値をもって確定になります。�
（注）理由の分類は、教育センターなどの客観的な判定（診断）を参考にし、現在または不登校状態であった期間のうち、最も現在に近い状態によって学校が行ったものです。�
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不登校の現状について�
知っていますか�

不登校は、よくないことだと�
思いますか�

スクールカウンセラーの仕事�
内容について知っていますか�

フリースクールの現状について�
知っていますか�

高等学校卒業程度認定試験という制度�
について知っていますか�

Q1 Q2 Q3

Q4

「不登校」あなたはどう思いますか？�

不登校に対する意識など�

不登校の現状について�
知っていますか�

不登校は、よくないことだと�
思いますか�

スクールカウンセラーの仕事�
内容について知っていますか�

フリースクールの現状について�
知っていますか�

高等学校卒業程度認定試験という制度�
について知っていますか�

※市政メールモニター（メルモニ）は、あらかじめ、住所・氏名・生年月日の認証を受
けた16歳以上の市民で、9月26日現在4,028人が登録しています。�

　8月1日から1週間、市政メールモニター（メルモニ）の皆さんを対象に、不登校に対する意識などについてアンケートを行ったとこ
ろ、1,393人から回答がありましたので、集計結果を紹介します。また、367人の方から不登校に対する意見のほかに、不登校に直
面した方の思いもいただきました。ここではその一部もあわせて紹介し、その言葉と言葉の間にある心の揺らぎについて考えます。�

アンケート実施期間／2005年8月1日(月)～8月7日(日)

http://www.merumoni.city.suzuka.mie.jp/
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■子どもたちの育つ場が学校だけに限定されているこ
とに、問題があると思います。海外ではフリースクールも
公的に認められているし、アメリカでは子どもたちの個性
を伸ばす教育システムとしてチャータースクールもあります。
時代は、均質制を求める時代から個性を求める時代に
大きく変わっています。学校以外の学びの場がもっと保
障されていいと思います。（50歳・女性）�
�

■不登校は親も子どもも辛いと思います！学校の先生の協力も必
要ですが、何よりも子どものことを一番理解しているのはわたしたち
親で、不登校だからと言って子どもを構わないっていうのは、よくない
と思います！母親の対応の仕方次第で子どもは前に進むことがで
きるので、年令に関係なく、愛情を持って接することが大事なのでは･･･。
今、本当にどこの地区でも多い問題ですが、真剣に取り組むべく、
われわれ大人に突きつけられた課題かもしれませんね。（44歳・女性）�
�
■不登校の要因はいろいろあると思いますが、家族との対話、特に
子どもとの対話が少なくなっているように見受けられます。対話を通
じてコミュニケーションを図ることが大切なことだと思います。そうす
れば悩みごとでも気軽に相談しあえると思います。親が再度、関心
を深めるべきだと思います。（74歳・男性）�
�
■わたしが子どものころは、学校が嫌でも絶対に休まずに行ってい
ました。というより「行くのを拒否する勇気がなかった」のだと思いま
す。周りに流され、「学校とはどういう場なのか、なぜ学校に行くのか」
をよく考えもせず、ただ単に義務として通学していただけのような気
がします。「不登校」という言葉までできてしまった今の時代の子ど

もが、わたしには逆に何だかうらやましく思えたりもします。一概に「学
校に行くことが普通で、行かないことが悪いこと」ではないと思います。
複雑な今の社会に問題があり、それを作り上げている大人こそ「悪」
だと考えます。（38歳・女性）�
�
■不登校の子どもを持った家庭にとっては、本当に切実な問題です。
真の原因とその対応は、親子が向き合って真剣に話し合わないと
なかなか見つかりません。一番大切なのは、親子の接し方だと思い
ます。学校にばかり頼らず、家庭内で問題に取り組む姿勢が肝心で
すね。（64歳・男性）�
�
■不登校にはいろんな理由があります。いじめだけではなく、先生が
気に入らない、勉強が分からない、成績不振など、いろいろ子どもた
ちは悩みに悩んで不登校にならざるを得なくなったんでしょう。それは
悪いこととは思わないし、学校がすべてとも思わないです。子どもた
ちには、いろんな選択肢があります。その中でベストなやり方でやっ
て欲しいですね。子どもたちの未来をつぶさないためにも、わたした
ち大人は、しっかり子どもたちの心の叫びを聞いてあげなければいけ
ないと思います。どうしても大人は子どもを押さえつけてしまいます。
気をつけたいことです。（33歳・女性）�
�
■不登校と一言で片付けてしまわないでほしい。一人ひとり事情（原
因）が違うと思います。本人だけではどうすることもできないこと、少
し周りが配慮すれば解決すること、家庭が存在しない家の子どもた
ちの不登校（怠学）など、大変な社会問題だと思います。もっともっ
と多くの人たちに現状をしっかり伝え、理解してもらい少しずつ解決
していかなければいけないことと思っています。（55歳・女性）�

市
民
の
声�
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実際にどんなケースがあるの？�
　不登校には、さまざまなケースがあります。そしてまた、その要因についても、それぞれの心の奥深いところで眠っていて、
当事者でもよく分からないといった状況があります。ここでは、どのような経過で、またどのような心理状態で不登校になっ
たのかなど、スクールカウンセラーなどが実際にかかわったことに基づいた不登校事例を紹介します。�

※紹介した事例は、本市以外のケースであり、家庭環境や児童生徒の生い立ちといった個人情報、学校や関係機関などのかかわり
の状況などは省略しています。また、紹介した内容だけをもって不登校の原因を特定したり、断定したりできるものではありません。�

　小学２年生のD男は、１学期最後の１週間から休み
はじめ、２学期の最初から約１カ月間学校に行ってい
ない。理由を聞くと、先生からの質問に答えられなか
ったり、間違ったときに友だちからばかにされるからと
言う。２学期の初めは、父親が朝、引きずって行かせた
り、ビンタをして行かせようとした。今度は朝になると
お腹が痛いと言い出し、結局、不登校が続いている。�

朝になるとお腹が痛くなる不登校の小2のD男�

　小学５年生のＢ男は、両親に強く勧められ低学年
のころからスポーツクラブに所属していた。運動能力
はそれほどなかったが、まじめに練習した。両親に勧
められ塾にも通っていた。学校での授業態度もよく、
成績も良かった。運動会の練習で、まじめにやらない
女子を注意した。翌日から、数人の女子からの無視
が始まり男子にも広まった｡B男は朝、登校しようとす
ると腹痛に悩まされるようになった。その後、B男は両
親の強い説得で何日か断続的に登校したが、やはり
朝になると腹痛が起こり、全く登校できなくなった。�

無視が始まり不登校になった小5のB男�

　C子は小学６年生になると、グループの友だちと仲
がうまくいかなくなり、グループは変えたが、秋から学
校に「行きたいが行けない」不登校状態となる。当初
は遠足に参加するなど、さみだれ登校をしていたが、
腹痛（便秘・下痢など）が続き、不登校となる。友だちは、
毎朝の迎えと帰りの手紙届けをしてくれるが、それも
負担に感じ、断る。友だちからの手紙や下校時の様子
を見聞きすると、すぐに心が揺れる。「もう死にたい」と
衝動的に手首を傷つけたり、あるときは校門まで行っ
てすぐに戻ってきたり、「怖い。でも行きたい」と泣いた
りする。「何が不安なのか、自分でも分からない」という。�

「怖い。でも行きたい」不登校の小6のC子�
　中学１年生のA子は、幼いころからおとなしく手の
かからない子であった。小学生のころは、体調を崩し
て時々休むこともあった。中学に入学した４月ごろ、悪
ふざけをしていた男子生徒と、たまたまその近くにい
たA子に向かって、男子教師が大声で叱りつけた。そ
のときのことがショックで、不登校ぎみになり、学校も
家庭訪問を繰り返すなど本人の心のケアに努めたが、
２学期以降、全く登校できなくなった。�

先生に叱られ不登校になった中1のA子�

■いやいや学校に行って自殺とかなるより、保健室登校（出席扱い）
やフリースクールなどに行ったりしたほうが、子どものためにも良いと
思う。2年前、クラスでのいじめで私の娘が学校に行きたくないって・・・
最初は無理矢理行かせていた。でも足取りが重く、学校にたどり
着けず、迎えに行くはめに･･･。何度かそれが繰り返され、娘は自宅
の2階窓から飛び降りようとまでした。学校に無理矢理行かせるの
をやめたらそれも無くなり、新学年に変わる時、先生に特定の人物
だけとはクラスを離してもらうよう頼み、それからは毎日行ってくれる
ようになった。これから中学・高校とあるけれど、だんだん難しい年
ごろ。何でも話せるよう、うまく付き合っていきたい。（37歳・女性）�
�
■高3の娘を持つ母です。娘もストレスから3カ月程学校に行けま
せんでした。今はどうにか立ち直り、3年の半年を過ぎ、来年の進学
を決めています。どう対応したかというと、学校はやり直せる、転校も
考える、心療内科のドクターとの関係を密にして娘の言い分を受け
入れてあげ、「我慢は良くないよ」と何度も言ってあげました。結果、
「あんなところ（心療内科・患者さんの雰囲気が嫌だったらしい）
行きたくない」となり、生活が落ち着いてきたので治療もやめ、普通
の生活に戻りました。いろいろ成り行きがあるから一概には言えま

せんが、何か理由があります。昔もいじめはありましたが、現在の状
況は違うと思います。最終的には「あなたは若いからやり直しがきく
のよ。少し羽を休ませなさい」と言いました。逃げ道ばかりもどうかな？
と思いますが、それなりに傷ついた羽はひとまず休めなきゃ治りませ
んよね。楽天的な性格か、少し考えが変わった私です。（45歳・女性）�
�
■すごく難しい問題だと思います。私も小学生の時に不登校をし
たことがあります。わたしは親に対しての抗議が主でした。淋しかっ
たのです。私の場合は、学校に行けば友だちがいたのに、自分の
存在を、水商売ですれ違いの生活をしていた親にわかってほしかっ
たのだと思います。自分が成長するにつれて親のことも理解でき
るようになり、不登校は治りました。人それぞれ理由もあると思うので、
もっとカウンセラーが増え、気軽に相談しやすい環境を作れること
を願います。（36歳・女性）�
�
■私も不登校していました。でも不登校から得たこともたくさんあり
ます。私が立ち直ったのは、目的が見つかったから。やりたいことが
見つかれば、そのために何が必要かわかると思います。学校を卒
業することが目標ではなく、やりたいことへの通過点と考えて、私は
学校に戻って卒業しました。（32歳・女性）�
�
■親子ともに大変辛い日々であり、原因解決後もいろいろ引きず
りながら戦う毎日。環境、教育方針、周囲の理解。子への育て方
の親の認識（善悪、平等、愛）。学校復帰が無理な時は、子が意
欲的に活動できるフリースクールへの道も選択肢に入れ、前向き
に自主性をもち人生を歩めることが大切。人間関係は大人でさえ
も大変なのだから。（50歳・女性）�

不登校を体験した市民の声�不登校を体験した市民の声�
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市ではどのような取組みをしているの？�
　データ上、増加は止まったかに見える不登校。しかし、数字は決して少ないとは言えない状況にあります。平成13年度以
降の減少は、スクールカウンセラーの配置や学校でのサポート体制の充実などによる取組みもありますが、教室までは行
けないが特定の空間で学習するいわゆる保健室登校や、学びの場を提供するフリースクールなどの民間施設が増えてき
たためとも考えられています。ここからは、不登校児童生徒への支援を展開している教育研究所や学校現場における不登
校対策、支援体制などについて、紹介します。�

※教育研究所＝教員研修、専門的研究、教育相談などの活動を行う総合的機関。�

校 長 �

学校�
支援体制�

　不登校の子どもへの支援は、学級担任が一人で抱え悩んで
いても解決できることではありません。校内において、その子ど
もにかかわる人たちが、情報を共有し共通の認識のもとに、より
良い支援策を考えていくことが必要です。また、心の専門家と
して相談員や養護教諭をうまく活用し、家庭、職員室、相談室、
保健室といったそれぞれの空間の風通しを良くしていくことが
大切だと考えています。現在取り組んでいる支援体制が、本校
の組織風土となるよう、また、それぞれの立場において常に自
己研鑚し、校内外におけるコミュニケーションや対話を大事にし
た取組みを進めていきたいと思います。�校 長 �岡井 敬治� 教育相談担当�岡田 恵子�

神戸小学校� 神戸小学校�

　９月１日、神戸小学校やまびこ教室で「２
WAYコミュニケーション」が開かれ、PTA関
係者など約80人が参加しました。この催しは、
教職員と保護者との懇談の場として、毎年、
PTA母親部によって開かれているもので、
昨年に引き続き、今回も同校の子どもと親の
相談員による講演会と、先生と保護者が小
グループに分かれての懇談会が行われまし
た。�
　講演会では、「不登校に対しては、母親が

不安を解消して元気でいることが一番」「子
どもが言ったことに対してガミガミ言わずに、
言葉に出して反復することで、子どもは受け
止めてくれたことへの心地良さと安心感を
抱くもの」などの講師の語り掛けに、参加し
た保護者たちは「子どもとの接し方のヒント
を得られたような気がする」と感想を述べて
いました。その後の懇談会では、講師も交え、
日ごろの子どもへの接し方や育児の悩みな
どについて、意見交換が行われました。�

保護者と学校のコミュニケーション�

風通しの良い空間づくり�

　不登校については、学校の指導や対応にその原因を求めようとする意見、家庭の子
育てに課題があるとする意見など、いろいろな考え方があります。今、学校現場ではどの
ような体制で、どのような取組みが行われているのか、ここでは、神戸小学校における取
組みを紹介します。�

保健室� 相談室�

家 庭 �

教 室 �

職員室�

保護者�

教 頭 �

教育相談�
担当�

教職員�
学級担任�

児童�

養護教諭� 子どもと�
親の相談員�

校長室� 校　長�
不登校などの子どもの状態を把握し、校内の支援体制を援助するとと
もに、その処遇などにかかる最終判断を行います。�
教育相談担当�
校内における支援体制の中核的役割を担っています。校内での不登
校に関する情報収集を行い、保護者や教職員に対して相談に関する
情報提供を行います。また、教職員や児童を相談員につないだり、外
部機関と学校をつなぐなどのコーディネート役を務めています。�
子どもと親の相談員�
子どもや保護者のカウンセリングや場合によっては教職員と連携し、と
もに問題の解消に向けてのアプローチを考えます。また、ケースによっ
ては、学級担任と家庭訪問も行います。�
養護教諭�
子どもの心身における変調などを、ケースによって学級担任と連携し、
その対応を図ります。�
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　学校内でのカウンセリング機能の充実を図るため、国や県からの支援を受け、小学校
9校、中学校2校に心の教室相談員を、小学校2校に子どもと親の相談員を、中学校8校
にスクールカウンセラーを、それぞれ配置しています。また、学校における相談体制以外
にも、学習や心身の問題などで悩みを持つ幼児・児童生徒とその保護者、教育関係者
を対象とした、さまざまな相談を行っています。�

相談体制�

心の教室相談員�

一緒に考え、一緒に悩んで、一緒に喜ぶ�
　相談室は『だれにとってもごく自然で、身近にあって、
元気を持ち帰る楽しい空間』でありたいと考えています。
相談室のことを知っていただけたらと『ともえルームだより』
という保護者向けの広報紙を随時発行したり、子どもた
ち一人ひとりに触れ合いたくてクラス訪問をさせていただ
いたりしています。相談員として学校を訪れるのは月５～
10回程度ですが、毎回スケジュールが一杯になっています。
　そんなわが子を大切に思う保護者の愛情に感動しな
がら、一緒に考え、悩み、喜んでいます。ほんの数セン
チの段差が越えられず悩み立ち止まっている子どもたちに、
手を添えて一緒に乗り越えるのではなく、自らの意思で
力で乗り越えてもらえるよう、心への支援を心掛けています。
心の中がいっぱいいっぱいになってパンクしてしまわな
いよう、これからも保護者の皆さんや子どもたちの心の中
を見守り続けていきたいと思います。�

橋本　巴さん�

牧田小学校・心の教室相談員�
神戸小学校・子どもと親の相談員�

■教育相談施設の連絡・受付先�

スクールカウンセラー�

子どもをサポートする大人が疲れてしまわないために�
　学校に行く、行かないということがきっかけで、親子関
係が壊れてしまうことがよくあります。自分自身に対して
も子どもに対しても、今の学期中に、今の学年のうちにと
いったように期限を設けることは避けたほうがいいと思い
ます。不安というのは連鎖していくものです。一つ不安に
なると他の不安もどんどんくっついて「解決不能」と思い
込んでしまうほど、大きなものになっていきます。でも、考
えてみてください。うまくいっていることも必ずあるはずです。
うまくいっていることを、そのことを大事にしてください。
　それでもどうしてもうまくいかない、できないと思ってし
まうときは、逆に「うまくいかないこと」「できないこと」を
認めてしまいましょう。そこから始めましょう。それならどう
しようかと考えればいいのです。自分ができることは何だ
ろう？と考えればいいのです。無理をすることはありません。
ゆっくりいきましょう。決してあせらないように。�

スクールカウンセラー�

奥田 菜穂子さん�

平田野中学校�

教育相談�

対象�

方法�
（場所）�

場所�

担当者�

教育研究所� さつき教室� 教育研究所� 教育研究所� 社会福祉センター�

鈴鹿厚生病院医師�
北勢児童相談所所員�
子育て支援課職員�
教育研究所所員�

専門医�
北勢児童相談所所員�
教育研究所所員�教育研究所所員�

特設教育相談�

子ども教育相談� （ほくじ相談）�
医師による「心の健康相談」�
（ドクターズ・サポート）�

担任、教育相談担当、養護教諭、�
生徒指導担当、心の教室相談員など�幼児・児童生徒とその保護者、教育関係者�

18歳までの子どもとその�
保護者、教育関係者�

教育・福祉相談�
（総合相談）�

　臨床心理士、精神科医、心理学系の大学の常勤教員
など、臨床心理に関し高度に専門的な知識・経験を有
するもので、心の専門家として、専門性を有しつつ、教
員などと異なる立場として外部性があることから、児童生
徒へのカウンセリング、教職員や保護者に対する助言や
援助といった点で効果をあげてい
ます。�

　退職教員、保育士、民生委員・児童委員などの地域
の人材を活用し、児童が悩みや不安を気軽に相談でき
る相手として、また、学校や保護者・地域のパイブ役とし
て、不登校や問題行動などの未然防止や早期発見・早
期対応に当たっています。�



■高塚町1843-10（フラワーパーク北）　　　67-1080�
■ 7月現在の通級生／6人（小学生1人、中学生5人）�
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pecial
特集：心のかたち～不登校を考える～�

　不登校の児童生徒の生活を見ると、テレビを見たり、テレビゲームをしていたりと、家の
中で過ごしている時間が大半を占めています。登校できないでいる子どもや保護者を支
援しようと学校外に設けられたのが適応指導教室で、現在、市内に2カ所開設しています。�
　教室では、学校への復帰や社会的自立に向けて、カウンセリング、学習活動、創作活動、
スポーツ活動、園芸活動、調理活動などを通して、個別支援を行っています。�適応指導�

教室�

※適応指導教室 データ�
　平成16年度において、教育委員
会が設置する「適応指導教室」の数
は、1,152カ所（前年度比56カ所増）。
このうち、都道府県教育委員会が設
置するものは33カ所（同2カ所減）、
市町村の教育委員会が設置するも
のは1,119カ所（同58カ所増）となっ
ている。小・中学生の不登校の約1
割強（15,235人）がこの教室の指導
を受けている。�

けやき教室�

■教育研究所内（市役所分館第2・3階）　82‐9056 　83‐7867�
■ 7月現在の通級生／13人（小学生4人、中学生9人）�

●「けやき教室」「さつき教室」開設時間／月曜日～金曜日　9時～15時　※長期休業中は、適宜開設します。�

さつき教室�

・さまざまな活動の場で本人の良さを見い出し、自尊感
情が持てるよう支援します。�

・日々の学習や活動は、得意なところから始め、成就感
や満足感を繰り返し味合わせ自分に自信が持てるよう
支援します。�

�
・自分の気持ちや考えを言葉にして、相手に伝えられる
よう支援します。�

・生活目標や学習計画を自分で決め、実行し、達成感を
味わえるよう支援します。�

・だれとでもあいさつや日常会話ができるよう支援します。�
・受容的な態度で接し、担当との信頼関係を築きながら、徐々
に社会性が育つよう支援します。�

・ともに行動し、心と心が触れ合う場や機会を設け、互いに
尊重し合い、相手を思いやる人間関係が築けるよう支援
します。�
・規則的な生活リズムを身に付けさせ、毎日、自分で通級で
きるよう支援します。�

教室の基本方針�

適応指導教室の日課�

学習タイム�

9：00

休憩�
連絡�

10：30

運動タイム�
作業・体験活動�

11：00

昼食� 自主学習�
清掃�
帰りの会�

12：00 13：00 14：30 15：00

自

信

�

自
立
心�

社
会
性�

さつき教室で行われている琴教室�



　適応指導教室では、通級した児童
生徒について、本人の生活状況、心

の成長を観察していきます。保護者から家庭での様子な
どについても聞き、その子にとっての課題を明らかにして
取り組んでいます。しかし、大切なことは、学校の中でどの
ような行動がとれるのか、友だち関係はどうかということで
す。この中には、社会生活をしていく上で身に付けなけれ
ばならないことも含んでいます。これらのことを総合的に
判断して、一人ひとりの子どもに合った適切な支援の仕方
を、本人や関係者とともに、一緒になって悩み考えていく
ことがわたしたち相談員の務めであると思っています。�

　適応指導教室の生活の中で心が
成長し、学校への関心が高まってくる

児童生徒もいます。そうなったときには、再登校に向けて
組み立てていかなければいけません。学校とも緊密な連
携を取り合って、受け入れ体制を整えていただくことも必
要です。子どもへのかかわり方や保護者への対応なども
含めて、学校と共通理解の上で進めていくことの必要性を
感じています。「行きたい」けれど、「行けない」そんな気
持ちを持った子どもたちに、無理に「学校へ行かせる」の
ではなく「学校へ行きたい」という意思がかなうよう「行く
ことのできる環境づくり」に努めていきたいと思います。�
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さわやか体験活動 取材日記　～おにぎりのかたち～�

将来の夢�

○6月24日（金曜日）晴れ�
　「今日はＡくん来れるやろかなあ。いつものこと
やけどな。朝になってみやんとわからんのさな」。
一緒に体験活動に参加させていただこうと、鈴鹿
青少年センターに到着すると、相談員のＢさんが
入口付近でＡくんを待ちわびている。他のメンバ
ーは、すでに到着して和室で話をしたり、将棋をし
たりしてくつろいでいた。相談員から今日の予定の
説明が行われる。結局Ａくんは来れなかったようだ。
　今日は、自然体験活動・バーベキューの日。男
子はバーベキュー準備物の運搬、女子は広場で
バドミントン。食材の準備と炭おこしはメンバー全
員で行う。肉に野菜にご飯。野外で食べると不思
議とおいしい。余ったご飯でおにぎり作り。数人の

女子が慣れない手つきながら、たくさんにぎってく
れた。いろいろな大きさ、いろいろなかたちのおに
ぎり。残り火で焼きおにぎりにして食べる。余った
焼きおにぎりはお持ち帰り。後片付けも終え、のん
びりとした時間を過ごす。サッカー、木登り、バドミ
ントン。しばらくして解散。「気を付けてな」「またね」
「ばいばい」。�
　家から出て、みんなと話したり遊んだりできる子
どももいれば、そうでない子どももいる。ある講演
会で聞いた「関係性を持つということが大切」と
いう言葉。「朝になってみやんとわからんのさな」
と相談員が待ってくれている。そこには相談員と子
どもの関係性ができているということ。そんなとこ
ろにも、この活動の一つの意義があるように思う。�

　私の夢は、一級建築士です。理由は、テレビで
ぼろぼろの家をリフォームして家の持ち主が涙を流し
て喜んでいるのを見て、私もこんなふうに力になってあ
げたいと思ったからです。でも4年生になってから学
校へ行きたくても行けないじょうたいになってしまいま
した。そんな時にカウンセラーの先生に出会って、一
級建築士もいいけど、私のように学校に行っていな
い子にやさしくせっしてくれるカウンセラーの先生にな
りたいと思うようになりました。それに、学校に行ってい

ないとつまらないので、習字とお茶をやっています。習
字とお茶は、心と体をいやしてくれます。だからカウン
セラーの先生になって、私みたいに行きたくても行け
なくなってしまった子に、習字やお茶を教えてあげたい
と思います。今のをまとめると、一級建築士とカウンセラ
ーの先生と習字の先生とお茶の先生になることが、
私の夢です。ぜったいに、この夢を叶えたいです。学
校に行けなくてつらい思いをしている子たちの話し
相手になってあげたり、助けてあげたいと思います。�

さわやか体験活動�
　遠足や社会見学、保育園児や障害者との交流などの社会体験活動、野外炊飯や
キャンプなどの自然体験活動、レクリエーションやスポーツ活動、陶芸や調理などの
創作活動など、さまざまな体験活動を行っています。また、鈴鹿青少年センターでの2
泊3日の宿泊体験も実施し、集団活動の楽しさ、人との触れ合いなどを学びます。�

 適応指導教室へ通級していた女の子が自分の「将来の夢」について書いた作文です。
「行きたくても行けない」心のかたちがあなたには見えますか。�

一人ひとりに合った支援を�

専任相談員�河尻 浩一�
けやき教室�

学校との連携の中から�

専任相談員�伊藤 亮子�
さつき教室�

作文●�
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pecial
特集：心のかたち～不登校を考える～�

　不登校などで家庭にひきこもっている児童生徒や、保健室登校などの別室登校で学
校生活を送っている児童生徒へのよき話相手、よき相談相手、よき遊び相手となる、お
兄さんやお姉さん（ドリームフレンド）を派遣しています。�学生相談員�

ドリーム�
フレンド�

　大学に入り、何か人のために役に
立てることはないか考えていたときに、
先生の方からドリームフレンドという
制度を紹介してもらったのが、始め
たきっかけでした。現在、週１回、約
２時間、家庭訪問しています。最初
のころは、会ってもらえずお母さんと
話をして帰るだけでした。５回目に訪
れたとき、風呂場に隠れていたAさん
と風呂の扉越しに話をすることができ、

以来、毎週わたしの訪問を楽しみに
してもらっているそうです。家に閉じ
こもりがちだった生活が、テニスをし
たり、さつき教室へ出かけ卓球をし
たりできるようになりました。友だちと
して自然な会話をしながら過ごして
いる時間が、「お互いの人生の中で
意味のある時間だったなあ」と振り
返ることができる日が来ることを願っ
ています。�

刀根 隆幸さん�
鈴鹿医療科学大学3年�

振り返った時に「意味のある時間だった」と感じてもらえるように�

ドリーム�
フレンド�

保
護
者
か
ら
の
声
�

■「ドリームフレンド」派遣の流れ�

　お兄さんとお姉さん�
　ドリームフレンドは、短大生、大
学生、大学院生を対象として、毎年
４・５月に募集を行い、応募してい
ただいだ学生の皆さんをあらかじめ
登録します。家庭から不登校やひき
こもりなどの相談を受ける中で、学
校や教育研究所が適切と認めたと
きに、ドリームフレンドを派遣します。�
�
　光と風�
　家庭訪問の場合は週１回・１～２
時間、学校訪問の場合は週１～２回・
２時間になっています。７月現在の
ドリームフレンド登録者数は42人で、

家庭訪問に４人、学校訪問に３人の
ドリームフレンドを派遣しています。
何気ない話や遊びを通じて、風通
しがよくなり外の空気に触れることで、
今までとは少し違うリズムの一日を
過ごすことがはじめの一歩です。自
分の行動が受け入れられる世界を

つくり、心の成長に合わせて次のス
テップに押し出していくことが生活
力の向上につながっていきます。本
人もそして周りの家族も、少しずつ
変わり始めていくきっかけとして、ド
リームフレンドが活躍しています。�

家庭�
（子ども・保護者）�

派遣決定�

派遣決定�

相談・派遣�
依頼�

派遣依頼�助言・指導�

活動報告�

訪問�
（遊び・相談など）�

学校�
（校長・学級担当）�

教育研究所�

学生相談員�

○家族以外の人と話をすることがないし、遊び相
手もいないので、週に1回ドリームフレンドの方が
来る日を楽しみにしているようです。�
�
○ドリームフレンドの訪問の日は、自分の部屋を掃
除し、表情が明るくなり（勉強以外のことだが）興
味を持って話をするようになりました。�
�
○ビーズを使ってアクセサリーを作ってみたいと前
から言っていたが、一人ではなかなか作ることがで

きなかったけれど、ドリームフレンドの方と一緒に楽
しく作っている。完成すると、「わたしにもできた」
という喜びがあり、次は何を作ろうかなと言っている。�
�
○派遣当初は、子ども側の受け入れと拒否の気
持ちが入り混じっていたようなので、週1回の派遣
でよかったが、友だちのいない状態でドリームフレ
ンドの訪問を待つのは待ち遠しいようだ。できれば、
派遣していただく回数を増やしてもらいたい。�


